
１ はじめに 
火災はある場所で出火が起こり,その火が周りに燃

え移っていくことにより被害が拡大していく。よって,
カメラを利用して出火を早い段階で発見することは被
害の極小化に繋がる有効な手法である。 
本稿では炎の炎色データを利用して火災の発見を行

う手法に着目する。炎のデータを十分な量を取得する
のは困難であるため，少ない炎のデータサンプルから
高い認識率を得ることができる学習アルゴリズムが望
ましい。本稿では学習データとする炎画像を別の異な
る環境で起きた火災の画像等に変えていった場合に生
じる炎色の認識度の違いを評価し,環境依存性につい
て調べる。 

 

２ 原理 
異なる環境で発生した炎の画像から炎である部分を白,

炎以外の部分を黒と 2 色に色分けした白黒画像を作成し,

その複数の炎画像の元の画像の明度,彩度,色相の 3 つの
特徴量と作成した白黒画像を SVM 学習器に学習させるこ
とで，元画像におけるどの部分が炎であるかを認識させ,ま
た画像内の炎がどのような特徴量を持っているかを SVM

学習器に判別させる。そして,各学習データに対するそれ
ぞれの判別結果を用いて,別の環境条件で発生した炎の
色情報の認識度にどのような違いが見られるのかを調べ
る。 

 

３ 実験 
入力した画像の炎部の特徴量をピクセル単位で解析

し,256×256×256の RGB色空間において炎の色と判別さ
れた部分を 1,炎の色ではないと判別されたものは 0 とした
256×256×256 の配列を作成する。配列の作成までの手
順は図 1 に示す。 
次に元画像の一部を変更していった画像とそれに対応

した白黒画像を複数枚作成し,上記に記述した解析をそれ
ぞれに行うことで,学習データを変更した場合の RGB 色空
間における炎の色の判別結果がどの程度変化しているか
を見る。その後作成した RGB 空間において炎色のみを 1,
その他を 0 とした 256×256×256 の複数の配列を用いて,
元の 1 組の元画像と白黒画像から学習データを変更して
いくに連れて,どの程度認識制度が変化するのかハミング
距離を用いて調べる。ハミング距離は RGB 空間の R 値を
i,G 値をｊ,B 値を k とすると次式で与えられる。 
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ｆは基準とする変更前の画像を学習して得られた炎色を
示す配列であり,ｇｌは基準とした初めの画像から学習データ
を変更していった場合の炎色を示す配列とする。元画像か
ら変更していったものとのハミング距離を一つ一つ算出し、 
画像変更率に対する炎色識別の誤差率を調べると図 2 の
ような結果が得られた。 

 

 

図 1 配列作成までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 2 データ変更率に対する炎色認識の誤差率 

 
４ まとめ 
・画像を変更すると炎の色の判別には誤差が生じる。 
・画像の変更率を上げていくと始めは上昇していく傾向が
見られるが,あまり大きくは変化しない。 
今後は識別器による精度向上のため SVM 以外の識別器
を試してみることや特徴量を変更してみることで判別の精
度の向上を試みる。 
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